
秋田工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 回路網理論
科目基礎情報
科目番号 0024 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「例題と演習で学ぶ続・電気回路」服藤憲司著　森北出版
担当教員 駒木根 隆士
到達目標
１．RC回路およびRL回路の過渡現象を理解でき，解析と計算を行うことができる。
２．RLC回路の過渡現象を理解でき，解析と計算を行うことができる。
３．パルス回路の過渡現象を理解でき，解析と計算を行うことができる。
４．分布定数回路の諸特性が理解でき，解析と計算を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
RC回路およびRL回路の過渡現象を
理解でき，解析と計算を行うこと
ができる。

RC回路およびRL回路の過渡現象を
理解でき，計算を行うことができ
る。

RC回路の過渡現象を理解できず
，計算を行うことができない。

評価項目2
RLC回路の過渡現象を理解でき
，解析と計算を行うことができる
。

RLC回路の過渡現象を理解でき
，計算を行うことができる。

RLC回路の過渡現象を理解できず
，計算を行うことができない。

評価項目3
パルス回路の過渡現象を理解でき
，解析と計算を行うことができる
。

パルス回路の過渡現象を理解でき
，計算を行うことができる。

パルス回路の過渡現象を理解でき
ず，計算を行うことができない

評価項目4
分布定数回路の諸特性が理解でき
，解析と計算を行うことができる
。

分布定数回路の諸特性が理解でき
，計算を行うことができる。

分布定数回路の諸特性が理解でき
ず，計算を行うことができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 電気回路の基礎解析能力を習得する学問であり，主に過渡状態の解析方法と分布定数回路の取り扱いを習得する。

授業の進め方・方法  講義形式で行う。随時演習を行いながら授業を進め，必要に応じてレポート提出を求める。試験結果が合格点に達しな
い場合は，再試験を行うことがある。

注意点
（講義を受ける前）前回講義の復習と，次回講義の予習をしておくこと。
（講義を受けた後）電気回路の考え方を身に付けるために教科書の問題を数多く解くこと。教科書は多くの例題で構成
されており，演習問題と併せて各自で問題にあたること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業のガイダンス 授業の進め方と評価の仕方について説明する。

2週 １．過渡現象
　(１)RC回路の過渡応答 RC回路における過渡現象が理解できる。

3週 　　　〃 　　　〃
4週 　(２)RL回路の過渡応答 RL回路における過渡現象が理解できる。
5週 　　　〃 　　　〃
6週 　(３)RLC回路の過渡応答 RLC回路における過渡現象が理解できる。
7週 　　　〃 　　　〃

8週 到達度試験（前期中間） 上記項目について学習した内容の理解度を授業の中で
確認する。

2ndQ

9週 試験の解説と解答 到達度試験の解説と解答
10週 　(４)パルス回路の過渡応答 パルス回路における過渡現象が理解できる。

11週 ２．分布定数回路
（１）基礎方程式 分布定数回路の諸特性が理解できる。

12週 （２）伝送線路 伝送線路の諸特性が理解できる。
13週 　　　〃 　　　〃
14週 （３）伝送線路の反射 伝送線路の反射について理解できる。
15週  到達度試験（前期末） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。

16週 試験の解説と解答 到達度試験の解説と解答，本授業のまとめ，および授
業アンケート

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電気回路

RL直列回路やRC直列回路等の単エネルギー回路の直流応答を計
算し、過渡応答の特徴を説明できる。 3 前2,前3,前

4,前5,前10
RLC直列回路等の複エネルギー回路の直流応答を計算し、過渡応
答の特徴を説明できる。 3 前6,前7

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 20 70
専門的能力 20 0 0 0 0 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


